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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　天然サンプル中の抗風疹IgG抗体の免疫学的検出は、最適化抗原E1-C（201-432, Cys349
-Cys352, Cys368-Cys401）で更に改善された。抗風疹IgG陽性として分類されたこれらの
研究において適用されたすべてのヒト血清は陽性であることが判明した。より複雑な三次
架橋融合構築物-E1-C(169-432)、Cys225-Cys235、Cys349-Cys352、Cys368-Cys401)を使用
することにより、抗風疹IgG抗体の検出に関して同等の結果を得ることができた。風疹E1
抗原断片の最低限の要件は、少なくともジスルフィド架橋Cys349-Cys352及びCys368-Cys4
01により分子内で連結されたポリペプチドバックボーンにまで縮小することができた。E1
断片E1-C（342-412、Cys349-Cys352、Cys368-Cys401）は不十分な免疫反応を示すため、E
1-C（342－412）のN末端及び／又はC末端に隣接した配列要素は免疫反応性に重要だと考
えられた。これを証明するために、構築物E1-C（315-412、Cys349-Cys352、Cys368-Cys40
1）をクローニングし、特徴づけした。この断片に関して、E1-C（201-432、Cys349-Cys35
2、Cys368-Cys401）に匹敵する免疫反応性を示すことができた。この結果は、構築物E1-C
（アミノ酸315-412）のN末端領域（315-342）のアミノ酸残基が風疹E1抗原の免疫反応性
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に重要らしいことを示している。当業者は、E1-C（315-412）のN末端及び／又はC末端に
隣接したどの配列要素が免疫反応性に重要なのかを、更なる実験により証明することが可
能である。
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